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吉舎町　人口の動き
人口：4，555人
男：2・105人
女．2，450人
世帯数：1．841世帯
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「
市
外
研
修
」

）
　
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
も
言
わ
れ

る
牛
窓
に
て
昼
食
を
と
り
、
午
後

か
ら
は
備
前
焼
の
窯
元
を
訪
れ
ま

圏僧
騎
V

き
さ
楽
生
塾
で
は
、
1
1
月
5
日

（
木
）
　
に
2
9
人
の
参
加
で
、
岡
山

方
面
へ
市
外
研
修
に
出
か
け
ま
し

た。

行
き
の
バ
ス
の
中
で
は
、
受
講

生
が
企
画
さ
れ
た
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
最
初
の
研
修
地
に
到
着
し
ま

し
た
。竹

久
夢
二
の
生
家
で
は
、
夢
二

の
紹
介
D
V
D
の
観
賞
や
散
策
を

し
ま
し
た
。

俳
句
を
詠
ま
れ
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

した。湯
飲
み
を
作
る
つ
も
り
が
、
茶

碗
に
な
っ
た
り
…
お
皿
が
ど
ん
ぶ

り
の
よ
う
に
‥
・
。
案
外
難
し
い
も

の
で
す
ね
。

で
き
た
作
品
は
窯
で
焼
い
て
も

ら
い
後
日
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

一
生
懸
命
造
っ
た
作
品
が
届
く

目
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

昨
年
は
阿
波
踊
り
、
今
年
は
備

前
焼
と
体
験
型
市
外
研
修
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
来
年
は
何
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
！

み
な
さ
ん
、
来
年
も
ご
期
待
く

だ
さ
い
ー
・
　
　
　
（
藤
村
恵
子
）

「
被
曝
（
モ
ア
ノ

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
L

H
月
1
4
日
（
土
）
に
被
爆
ピ

ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
．
m
吉
舎
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
想
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

口
は
ず
か
し
く
て
、
ド
キ
ド
キ
し

ま
し
た
。
音
が
家
の
ピ
ア
ノ
と

違
っ
た
か
ら
弾
い
て
い
て
音
が

あ
っ
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な

か
っ
た
で
す
。

爆
弾
に
あ
っ
た
か
ら
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
戦
争
は
い
や
で
す
。

（
割
下
　
瞳
・
小
2
）

□
娘
が
被
爆
ピ
ア
ノ
を
弾
く
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
の
傷
を
見
て
、
ど
ん

な
人
が
弾
い
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？

ど
ん
な
場
所
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

え
ノ
？
と
。

被
爆
し
て
0
0
数
年
が
経
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ピ
ア
ノ
の
存
在
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
音
色
が
多
く
の
人
の

心
に
届
き
、
平
和
な
世
の
中
に
な

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
割
下
奈
緒
子
・
母
）

そ
の
他
、
「
被
爆
ピ
ア
ノ
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
新
聞
記
事
な
ど
で

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
弾
か

せ
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
」

や
「
弾
か
れ
た
子
ど
も
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
今
後
の
励
み
に
も
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

し
た
。
　
　
（
升
田
芳
樹
）
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徳
市
・
購
い
も
大
会

日
月
1
8
日
（
水
）
徳
市
分
校
の
皆
さ
ん

と
徳
市
長
寿
会
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
が

徳
市
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
と
長
寿
会
の
人
が
ペ
ア
を
組
み

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
に
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
大
変

な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

描
い
て
く
れ
た
、
そ
っ
く
り
の
似
顔
絵
を

も
ら
っ
て
お
年
寄
り
は
大
喜
び
で
す
。

最
後
に
、
長
寿
会
と
児
童
で
育
て
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
焼
い
て
全
員
で
食
べ
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
か
ら
美
味
し
い
美
味
し
い
と
の

声
が
聞
こ
え
、
心
が
暖
ま
り
、
お
な
か
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

八
幡
・
や
ま
め
祭
り

日
月
1
日
　
（
日
）
、
や
ま
め
祭
り
が
雲

通
品
の
滝
入
口
に
お
い
て
、
朝
9
時
か
ら

夕
方
4
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
あ
い
に
く
と
昼
前
頃
か
ら
小
雨

模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
約
3

0
0
人
あ
ま
り
の
参
加
者
が
あ
り
、
雨
合

羽
を
着
て
や
ま
め
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

や
ま
め
の
塩
焼
き
・
か
ら
揚
げ
に
舌
鼓
を

打
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
（
廣
畑
義
行
）

敷
地
・
楽
し
く
歩
こ
う
会

日
月
1
5
日
　
（
日
）
朝
9
時
か
ら
中
国
横

断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
の
敷
地
区
域
の

工
事
現
場
を
国
交
省
担
当
者
の
案
内
で
約

3
k
m
を
歩
き
ま
し
た
。
4
0
人
あ
ま
り
が
参

講
燕
等
羅
蕪
韓

る
温
か
い
根
菜
汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
滝
本
柳
三
）

敷
地
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動

生
活
福
祉
部
は
、
寿
会
　
（
老
人
会
）
　
と

共
催
で
日
月
2
1
日
　
（
土
）
　
の
朝
8
時
か
ら

ビ
オ
ラ
苗
1
5
0
本
を
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
植

え
、
通
学
バ
ス
停
・
保
育
所
・
郵
便
局
・

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

に

置

き

ま

し

た
。
こ
れ
か
ら
は
花
の
少
な
い
時
期
と
な

る
の
で
彩
り
を
添
え
「
）
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
∴
滝
本
柳
三
）

要
田
・
初
心
者
向
け

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

日
月
2
6
日
　
（
木
）
、
さ
さ
安
田
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
『
初
心
者
向
け

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
安
田
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
方
に

コ
ー
チ
を
お
願
い
し
、
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
等
々
を
懇
切
丁
寧
に

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
を
体
験
さ

れ
、
「
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
始
め
よ
う
！
」
　
と
言
わ
れ
て
い
る
参

加
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
、
充
実
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
溝
上
　
洋
）
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八
幡
・
ふ
れ
整
ま
つ
り
・
や
わ
た

日
月
2
2
日
　
（
日
）
　
「
ふ
れ
愛
ま
つ
り
・

や
わ
た
」
が
八
幡
小
学
校
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
朝
9
時
5
0
分
か
ら
夕

方
3
時
5
0
分
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
所
園
児
・
小
学
校
児
童
・
一
般
か

ら
の
書
・
絵
画
・
編
み
物
・
手
芸
・
植
木

等
、
色
々
と
展
示
さ
れ
参
加
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
体
育
館
で
小
学
校
児
童
の
太

鼓
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
英
語
劇
に
加
え
、
各

種
団
体
の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
天
気
予
報
で
は
雨
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
願
い

が
届
い
た
の
か
？
小
雨
が
ば
ら
つ
い
た
程

度
で
大
勢
の
参
加
者
の
も
と
、
熱
の
こ

も
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
無
事

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
（
廣
畑
義
行
）

〉

八
幡
・
篠
市
）

交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

八
幡
・
徳
市
地
区
で
は
、
地
域
住
民
の

親
睦
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
月
1
5
日
　
（
日
）
　
に
は
第
2
回
目
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
、
き
さ
安
田
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
や
や
冷
え
込
み
ま
し
た
が
、

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
2
2
名
が
家
族

的
な
暖
か
い
雰
囲
気
で
プ
レ
ー
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
（
佐
伯
文
人
）

）

中
四
字
・
教
室
紹
介
コ
ー
ナ
ー

三
玉
い
き
い
き
サ
ロ
ン

三
玉
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
始
め
て
3
年

目
の
活
動
を
継
続
中
、
毎
月
1
回
会
員
の

皆
さ
ん
と
　
「
楽
し
く
朗
ら
か
に
和
気
あ
い

あ
・
い
と
」
　
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
運
動
不
足

を
解
消
し
、
大
き
な
声
で
笑
い
な
が
ら
心

の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
よ
う
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
輪
投
げ
で
楽
し
く
一
生
懸
命

無
心
に
競
技
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
の
参
加
を
待
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
寺
戸
照
一
）

吉
舎
・
給
食
サ
ー
ビ
ス

吉
舎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日

月
2
8
日
（
土
）
　
に
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
9
7
人
を
対
象
に
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
吉
舎
女
性
会
の
皆
様
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
弁

当
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
、
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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吉舎町内の主要事業経過報告
書全容が見えてきました！！［（仮称）吉舎公園整備事業］

7月から造成等の工事が始まり、これからトイレ・休憩施設が整備され、平成21年度末には完成します。来年

6月には、芝生の植付けを行い、秋頃には一面芝生におおわれた広場が誕生する予定です。

（場所は、ケアハウス吉舎の西側です。）

音読書空間が広がります！［吉舎図書館整備事業］
吉舎図書館の整備は、市役所吉舎支所l階内で、まもなく工事が始まり、平成21年度末には完成の予定です。

吉舎支所の生涯学習センター側に図書館専用の玄関口ができます。

漢市道改良工事が完了しました。
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（仮称）吉舎公園工事状況

☆トすれイきんの「えほんのよ接か煙り」
☆ウりスマス情きrサンタウ・〇一衰」

（つし纏シトもおるきり

吉舎生涯学習センター／入場無料　　　主催：劇団マライ

11月1日に開催された広島県高校駅伝大会に日彰館

高等学校が、陸上部・野球部“バスケット部の混成チー
ムで、12年ぶりに出

場されました。
雨が降りしきる中で

の大会となりました

が、生徒たちは全力を
甘くして走りきりまL

I
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美術館あーとあい〃きさの

キラリと光る斬新蔵作品展
本年度新たに寄贈のあった作品を中心とした、

当館では初公開の作品をはじめ、数々の名品を揃
えての作品展です。ご家族、お知り合いの方ご一

緒にご来館の上、心ゆくまでご観賞ください。

期　間　12月16日（水）～1月15日（金）

午前10時から午後5時まで

［休館日：祝日をのぞく月曜日及び
12月29日から1月3日までの間］

場　所　美術館あーとあい・きさ

入館料　一般　150円

高校生以下、65歳以上及び障害者手帳

等所持者及び介助者は無料

トレーニングマシン利用カレンダー

金： �な �（主lil： �：（主： ��∴12嵐27百 �����古 � �・－i～ ���Oio �〃 

∴1∴2日 ��� �：8 �：301÷22 �¢； � � �� �28日： ��亘 � �30÷22 ���0：¢ �〃 

S � �� �� � � � ��火－ � � �� � � 

13日 �：目： � �：30・■22‘： �0㌧ �� � � �29日∴ ��� �30 � �22 �00 � 

14日 � � � � �� � � �細事 頭亘 �� � � � ��0‘0 � 
～ ���� � ������ 

：15亘 ��亘 �：30”÷12° � �� � � ���木 �的0÷ ���衰 �煎 � 

1∴6日 � � ����� �� � �串 �＿8 �尋亘 ��2i �dd � 華 ������：胆 ���：1：日： 
■rL ��� 

17日 �：不： �阜 �：30－22－：00∴一三 ��� � � � �ZF �二手 �卓 �部 ��2 �0、0 � 

丁8日： �会： �9： �3虹弓1－：30∴ ��� � � � �垂 �亘 �さ �卸亭 ���00： 

函0 �� �� � 19日 �二千二 �’8：30｛22：00∴ ���� � ���14日、－ �卑 ���i22 ��00 

：5日： �火 � ��� �� 20日 �阜： �・8：30－22 ��∴0： ��������寧 �：39 �－：22：0 

21日 �京 � �垂享 �二e： � �� �� � �永 � �煎 � �一手‾ �咋 

22日 �火； � �：30定12 �：0：： �� � �� �：7日： �未 �8 �d � �22：00： 

23日 �永 � �30二112鳩0 �� �� �� �8日： � � ���華： 9 � � 

24日 �本： � �：30－22；00∴ ��� � �� �9早 �キ �● �30「 ��2、 �0年 

車重 ��亘 �、81胡唇22；00∴ ：25∴目： �争二 �：9： �0÷11：： �30∴ ��� 

．＝ ��土≡ �18：30－22 ��：0＿0 � �� ��＝ ��亭 �8：30－22：00： 

※マシンを利用するためには巡回指導を受けてください。

表中の赤文字が巡回指導日です。
上記の時間以外でも1600－2200は利用可能です毛

施設開館時は支所宿直室で鍵を受取りご利用ください。
お聞合せ先　吉舎支所総合調整係（愈43－3111）
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諸彊認諾棄掴閲醍醇雷同も
廃棄物（ごみ）の不法投棄は、地域の景観を損なうだけでなく、有害な物質が漏れる恐れがあり、土壌や地

下水、河川が汚染されるなどの深刻な環境問題につながる重大な犯罪行為ですので、絶対に行わないでくだ

さい。

市民の皆様の協力が何より大事です。地域ぐるみで地域パトロール。地域清掃をするなどして、自分たち
の街をみんなで守る取り組みをすることが最も大切です。
漢不法投棄とは

不法投棄とは、廃棄物を定められたルールに従って適正に処理せず、処分場以外の山林や原野、空き地・空

き倉庫などにみだりに捨てたり埋めたりする行為です。
S不法投棄には厳しい罰則があります

不法投棄をした者は、5年以下の懲役若しくは1，000万円以下（法人の場合は、1億円以下）の罰金、
またはその両方が科せられます。また、不法投棄の未遂についても、同様の罰則が科せられます。
S土地の所有者（管理者）には責任があります

土地の所有者（管理者）は、自分の土地に不法投棄をされた時は、捨てた者が不明な場合、その廃棄物を自ら
の責任で処理しなければなりません。日ごろから、こまめに草刈りをして清潔に保つようにし、みだりに人

が立ち入れないように囲いをするなどして、土地の管理には十分に注意してください。
獲　ごみ集積場について

ごみ集積場に他地域の人が、分別されていないごみを投棄されるこ

とがあります。管理されている方が大変困っておられます。ごみ

は、指定の日に集積場に出されるか，三次環境クリーンセンターに

持ち込みましょう。
臆不法投棄をしている者を発見したら・・・
‘不法投棄をしている者を発見した場合”または“不法投棄をした

者が特定できそうな証拠品を見つけた場合”は、「目時」や「場

所」、「投棄物の種類」、「投棄者の特徴」、「車両のナンバー」

など分かる範囲で結構ですので記録していただき、不法投棄された

廃棄物は現状のままにして、すぐに警察へ通報してください。

l　ヽ

遣藷・お問い合わせ先　三次市環境政策課（禽66－3449） ／　三次善案署生活安全課（曾64－0110）

嗣
基

因圏

腫んにちは吉舎図書館です

胤2月の新着図書案内（10月21日～11月20日受け入れ分）

［一触書］

半島へ、ふたたび
かぎ針編みの湯たんぽカバー

フタさえあれば！極上蒸しレシピ
窪木練柿

船に乗れ！（1・2・3）

蓮池薫／著
NHK出版／編

浜内干波／著
あさのあつこ／著

藤谷治／著
など36冊

［児重さ］

わたしのやさしいいちにち　メラニー・ウオルシュ／作

ジャッキーのおかしブック　　あいはらひろゆき／監修

魔女の宅急便　その6　　　　　　　　角野栄子／作

おたすけこびとのクリスマス　　コヨセジュンジ／絵

ヒロシマのピアノ　　　　　　　　　　坪谷令子／絵

など52冊

一冬休み中の開館について～

蕪12月28日（月）と1月4日（月）は平常どおり開館し

肝す。どうぞお気軽にご利用ください。
』饗韮二三蛙二三蟻酸
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☆★☆★☆おはなし広場☆★☆★☆

と　き　1月13日（水）10時30分～

ところ　吉舎生涯学習センター

テーマ　ふくは　うち

参加費　無料／対象　幼児～一般

◎今月のひとこと �蒸 し 子 ！ 隷 

「おお、なかなかこれは、賢い心が詰まってい 

そうだ」　髪がくしゃくしゃになるのも構わず 

撫で回しながら、博士は言った。 
～小川洋子／著「博士の愛した数式」より～ �』 ∴ 」 

三躍茎二醤＝三蛙＝三讐二二台 
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麓村耕市さんが受賞されました。

全国各地域において、芸術文化の振興、文化

財の保護に尽力するなど地域文化の振興に構

成かあった個人や団体に対して、その功績を

た1”え文部科学大臣が表彰する地域文化功労

者表彰を受賞されました。
長年の文化財保護委員（長）としての活動を

はじめ，各市町村史（誌）の執筆や研究論文の

発表など地方史研究に尽力された功績が認め
られて、この度の表彰となりました。

表彰式は、11月6日（金）に、如水会館（東

京都千代田区）で行われました。

「体を動かそう会」のお知らせ
一「ラクラク」から

「ややきつい」運動まで～

日　　時 �場　　　　　　所 

12月25日（金） �吉舎保健センター 

☆時間　13：30－15：00

☆講師　健康運動指導士　今原正美さん

☆参加費500円

【問合せ】

三次哺舎支註
総合調整係
曾43－3111

；書き霞 � � �IS t田 � � 【12月“1月】

2009年12月 �一一∴言∴∵宣言∴∴∴器∴一一一 �一一∴一一∴∴　繭 

日　　　　　　　　　時 �行　　　　　　　事　　　　　　　名 �場　　　　　　　所 

12月13日（日）10：00－ �徳市ふれあいセンターまつり �徳市ふれあいセンター 

1＿2月13日（日）10：30～ �げきだんマライのグ）スマス �吉舎生涯学習センター 

）角16日（水）10：00～ �交通安全テント村 �吉舎パークショッピング跡地 

12月20日（日）　8：30～ �花文字年賀涙確り �敷地グラウンド 

12月20日（日）11：00－13：00 �もちつき大会 �中四字コミュニティセンター 

12月28日（月）～29日（火） �年末警戒巡回（三次市消防団吉舎方面隊） �町内一円 

2010年1月 � �ー　　　　／ 

日　　　　　　　　時 �行　　　　　　　事　　　　　　　名 �場　　　　　　　所 

1月1日（金）6：30～ �20－10年初日を迎える集い ● �とみしの里 

1月10日（日）11：30～ �三次市消防団吉舎方面隊出動式 �三次市吉舎支所玄関前 

1月15日（金）15：00～ �吉舎町自治振興連合会　理事会 �吉舎生涯学習センター 

酬‘意　：言一歳 �� � � ��� � � �� � � � � � � � � � � 

◆ ��� �� � � ���ヽ‘ � � � � � � �〃 � 

言霊遥坐言 ��� � �：′ま �� � � � � ��� 
；）“ �����������諒恕委託出会曇： 

発行／『まるごときんさい』編集委員会
吉舎町自治振興連合会〒729－4211三次市吉舎町吉舎718番地1電話：43－7272FAX：43－7272Emaii：kisa一軒トr＠pl・pionet・nejp

三次市吉舎支所　〒729－4211三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112FAX：43－3062Email‥kisa＠C証y・miyoshi・hiroshimaJp

編集／『まるごときんさい』編集委員会（吉舎町自治振興連合会事務局内）
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